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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　当社が平成28年７月14日に提出いたしました第33期第２四半期（自　平成28年３月１日　至　平成28年５月31日）四

半期報告書の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため四半期報告書の訂正報告書を提

出するものであります。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(2）キャッシュ・フローの状況

第４　経理の状況

１　四半期連結財務諸表

(3）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。

 

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　　（訂正前）

回次
第32期

第２四半期連結
累計期間

第33期
第２四半期連結

累計期間
第32期

会計期間
自　平成26年12月１日
至　平成27年５月31日

自　平成27年12月１日
至　平成28年５月31日

自　平成26年12月１日
至　平成27年11月30日

＜省略＞

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） △451,537 889,928 △1,090,008

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △2,648,680 △117,735 △844,920

＜省略＞

 

　　（訂正後）

回次
第32期

第２四半期連結
累計期間

第33期
第２四半期連結

累計期間
第32期

会計期間
自　平成26年12月１日
至　平成27年５月31日

自　平成27年12月１日
至　平成28年５月31日

自　平成26年12月１日
至　平成27年11月30日

＜省略＞

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） △451,537 488,642 △1,090,008

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △2,648,680 283,550 △844,920

＜省略＞
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第２【事業の状況】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(2）キャッシュ・フローの状況

　　（訂正前）

＜省略＞

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動により獲得した金額は889百万円（前年同四半期は451百万円の資金支出）となりました。これは主に、

資金の増加要因として売掛債権の減少446百万円、未収入金の減少971百万円があり、減少要因として税金等調整前

四半期純損失326百万円、仕入債務の減少298百万円があったことによります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動により支出した金額は117百万円（前年同四半期は2,648百万円の資金支出）となりました。これは主

に、資金の増加要因として差入保証金の返還111百万円があり、減少要因として有形固定資産の取得による支出119

百万円、短期貸付けによる支出185百万円があったことによります。

＜省略＞

 

　　（訂正後）

＜省略＞

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動により獲得した金額は488百万円（前年同四半期は451百万円の資金支出）となりました。これは主に、

資金の増加要因として売掛債権の減少446百万円、未収入金の減少349百万円があり、減少要因として税金等調整前

四半期純損失326百万円、仕入債務の減少298百万円があったことによります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動により支出した金額は283百万円（前年同四半期は2,648百万円の資金支出）となりました。これは主

に、資金の増加要因として差入保証金の返還111百万円、子会社株式の売却による収入が359百万円、減少要因とし

て有形固定資産の取得による支出119百万円、短期貸付けによる支出185百万円があったことによります。

＜省略＞
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第４【経理の状況】

１【四半期連結財務諸表】

（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

　　（訂正前）

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年12月１日
　至　平成27年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年12月１日
　至　平成28年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

＜中略＞   

未収入金の増減額（△は増加） △6,104 971,579

＜中略＞   

投資有価証券評価損益（△は益） 986 △4,123

＜中略＞   

小計 △372,724 1,178,345

利息及び配当金の受取額 10,207 △168,353

＜中略＞   

営業活動によるキャッシュ・フロー △451,537 889,928

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △240,319 △119,525

有形固定資産の売却による収入 － 41,578

無形固定資産の取得による支出 △1,044 △5,629

短期貸付けによる支出 △2,670,004 △185,000

短期貸付金の回収による収入 262,797 31,117

長期貸付金の回収による収入 － 6,470

出資金の払込による支出 － △5,010

出資金の回収による収入 － 905

差入保証金の差入による支出 － △1,316

差入保証金の回収による収入 － 111,491

その他 △109 7,182

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,648,680 △117,735

＜省略＞
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　　（訂正後）

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年12月１日
　至　平成27年５月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年12月１日
　至　平成28年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

＜中略＞   

未収入金の増減額（△は増加） △6,104 349,123

＜中略＞   

投資有価証券評価損益（△は益） 986 876

＜中略＞   

小計 △372,724 560,889

利息及び配当金の受取額 10,207 47,815

＜中略＞   

営業活動によるキャッシュ・フロー △451,537 488,642

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △240,319 △119,525

有形固定資産の売却による収入 － 41,578

無形固定資産の取得による支出 △1,044 △5,629

投資有価証券の取得による支出 － △10,000

短期貸付けによる支出 △2,670,004 △185,000

子会社株式の売却による収入 － 359,195

短期貸付金の回収による収入 262,797 31,117

長期貸付金の回収による収入 － 6,470

出資金の払込による支出 － △10

出資金の回収による収入 － 905

出資金の売却による収入 － 47,090

差入保証金の差入による支出 － △1,316

差入保証金の回収による収入 － 111,491

その他 △109 7,182

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,648,680 283,550

＜省略＞
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